
《ゲスト》

RID2830 ガバナー 築舘智大様 (八戸 RC)

RID2830 南グループ AG 吉田賢治様 (八戸南 RC)

RID2830 地区幹事長 石橋信雄様 (八戸 RC)

RID2830 ロータリーの友地区代表委員

石川佳共子様 (青森 RC)

《会長要件》大橋会長

　今日は雨がひどくて私も神経が痛

むのでコルセットを着けさせて頂い

ております。これは１回巻くと１週

間くらいは付けたり外したりして慣

らしていかないと外せなくなってし

まうという、なんとも厄介な代物で

ありまして、ずっと着けているとい

いのかというと筋肉が衰えてしまうといわれており、

あまり着けないようにはしているのですが、今日は

痛みがあり着けています。

　今日は例会に先立ちまして会長幹事面談、クラブ

協議会とガバナーよりお話を頂きました。会員の減

少、どうやって仲間を増やすかと言うクラブ運営が、

歴代会長に課された課題だと思います。今年度は 31

名でスタートしました。私もお菓子屋さんとかお花

屋さんとか、あまり見かけない方々にも声がけをし

ていますが、あまり良い返事を頂けてはおりません。

新しい仲間と繋がりを持って、その繋がりが新しい

出会いとなれば、南ロータリークラブとして勢いが

つくのではないかと思っております。新しいメンバー

を増やすのは勿論ですけれども、今のクラブの和と

いうものを大切にして、本日得たインスピレーショ

ンを生かして、皆様と一緒に新しい仲間を増やして

いきたいと思っております。

　築舘ガバナー、本日はよろしくお願いいたします。

《幹事報告》伊藤幹事

　◦明後日は当クラブ主催の IM です。皆様ネクタイ

着用の上 13 時集合でお願いいたします。

◦地区事務所よりマウイ島大規模火災支援のお願いが

来ております。後程回りますので皆様の志をいただ

きたいと思いますのでよろしくお願

いいたします。

◦地区大会事務局よりお願いが来てい

ます。10 月 22 日に特別講演としてさ

かなクンの公演がありますが、その

時の会場整備のお願いです。各クラ

ブ 5 名くらいのお手伝いをお願いし

ますという事です。詳細が決まりましたら改めて皆

様にお願いしますのでご協力よろしくお願いいたし

ます。

◦以前からお願いしています地区大会の協賛金、1 社

5 万円と高額ではありますが、自分がロータリアン

だという事を新聞でアピールするチャンスでもあり

ますので、協賛しても良いという方は締め切りが明

日までになっていますのでよろしくお願いいたしま

す。

◦八戸学院光星高校様より甲子園寄付のお礼状と記念

品が届いています。

◦ザ・ロータリアン英語版が届いています。

◦10 月 15 日、社会奉仕委員会担当のまべち川ウォー

クの申し込みは 10 月 5 日までです。

◦例会変更のお知らせ、八戸北 RC 10 月 10 日、祝日

の週に付き休会、10 月 24 日、例会変更につき休会、

八戸中央 RC 10 月 9 日、祝日につき休会、メーキャッ

プ出来ません。

◦西第 1 グループ IM のご案内が来ています。12 月 10

日 ( 日 )  ホテルサンルート五所川原です。

◦本日例会終了後に理事会がございますので理事役員

の方は忘れずにお集まりください。

《ニコニコボックス》櫻田副委員長

築舘ガバナー :ニコニコ

石橋地区幹事長 :ニコニコ

《出席報告》西尾委員長
　正会員数 31 名。本日の出席は免除

会員 5 名を含む 24 名。出席率は

88.9％です。

ガバナー入場 ロータリーソング
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いをさせて頂いています。日曜日のさかなクンの講

演の方には一般公開 1,000 名の枠を取っていたので

すが、すでに予約が全部埋まっておりまして 1,000

名の方が来られるという事で、当日南グループの皆

さんにお手伝いいただきたいと言うのが一点、お願

いさせていただきたいと思います。もう一点は、大

変心苦しいお願いではありますが、協賛金という事

で地区大会に向けて、新たな試みで築舘ガバナーの

下、協賛金というものを皆様にご案内をさせて頂い

ております。こういうご時世の中 5 万円という高額、

大変恐縮ではございますが、是非私はロータリアン

ですという事でデーリー東北、東奥日報の方に載せ

させていただきますので、何卒、任意ではございま

すがご協力頂ける方はお願いしたいと思っておりま

す。

　まだまだ築舘ガバナーと公式訪問等頑張ってまい

ります。来年 6 月迄一緒に頑張ってまいりますので

よろしくお願いいたします。ありがとうございまし

た。

《ご挨拶》ロータリーの友地区代表委員 石川佳共子様

　八戸南ロータリークラブの皆様こ

んにちは、私は昨年に続きロータリー

の友の地区代表委員を務めておりま

す。所属は青森ロータリークラブの

石川と申します。うちのクラブが 6

月に 70 周年を迎えるにあたって、地

区の皆さんから沢山お祝いをしてい

ただき、本当にありがとうございました。私も 6 月

で会長を終わったので今ほっと一息ついているとこ

ろですが、私の中では目標であった会員 100 名を達

成できました。昨年度新会員は25名入会いただいて、

今月も 35 歳の女性司法書士さんに入会していただけ

て、100 を超えて、更にいろんな活動がしやすくなっ

たなと、クラブの中でも人数が増えたことによって

新しい委員会を設置したのは、DEI 設置委員会と言

うのを新しく設置いたしました。うちのクラブも例

会が木曜日だったので、昨年は八戸南さんも木曜日

という事でお邪魔できなかったのを大変残念に思っ

ていまして、今日は本当に楽しみに来ました。

　皆さんのお手元にロータリーの友 10 月号が届いて

いるそのタイミングなので 10 月号を紹介させていた

だきたいと思います。ガバナーの思いで作られたロー

タ君ですが 7 月 1 日に初仕事という事で、たまたま

うちのクラブで慶事ごとがあったので活躍していた

だきました。その様子が 36 ページに記載されており

ます。終わってすぐにロータリーの友へ投稿しまし

たら、編集長から 1 面で掲載が決定しましたという

事で今月号に至ったという訳なんですが、皆さんの

クラブでの奉仕活動、親睦活動の担い手としてます

ます活躍してくれると思っております。

　ロータリーの友のお話なんですが、先月の 9 月号

に 4 ページにわたって、ロータリーの友が皆さんか

ら投稿されてから、雑誌になって手元に届くまでの

流れが紹介されています。編集長はこのきれいな女

性の方がロータリーの友の編集長をされております

が、是非そちらの方も参考にしていただければと思

います。

吉田ガバナー補佐:ガバナー公式訪問、

　　　　よろしくお願いいたします。

大橋会長 : ガバナー公式訪問ありがと

　　　　うございます。

伊藤幹事 : 築舘ガバナー、公式訪問あ

　　　　りがとうございます。

黒田会員 : ガバナー、今日はありがと

　　　　うございます。

石橋会員 :ガバナー公式訪問ご苦労様です。

赤穂会員 :築舘ガバナー、よろしくお願いします。

小原会員 : 築舘ガバナー、本日はよろしくお願いい

　　　　たします。

長嶺会員 : 築舘ガバナー、ガバナー公式訪問ありが

　　　　とうございます。

熊谷会員 :築舘ガバナー、ようこそ !!

米内会員 :築舘ガバナー、ありがとうございます。

三川会員 :築舘ガバナー、ようこそ

吉田立盛会員 : 築舘ガバナー、本日はよろしくお願

　　　　いします。

西村会員 :築舘ガバナー、ようこそ !

中村会員 : 築舘ガバナー、公式訪問ありがとうござ

　　　　います。

出貝会員 : 築舘ガバナー、公式訪問ありがとうござ

　　　　います。よろしくお願いいたします。

《国際奉仕委員会》三川委員長

　皆さんこんにちは、国際奉仕委員

会の三川でございます。本日米山記

念奨学会にご寄付をいただいていま

す。橋本修会員、久保田幸造会員、

どうもありがとうございました。

《ご挨拶》南グループ AG 吉田賢治様

　皆さんこんにちは、いつもは例会で

皆さんと顔を合わせていますけれど

も、今日だけは立場が違ってガバナー

と一緒に公式訪問にお邪魔させていた

だいたという形になっています。

　ガバナー補佐の役目を頂いて、3 月

くらいから実際に動き始めて各クラブ

を回らせていただいて、4 月には東京での日本の RLI

に行って勉強させて頂いたりと、今までにない経験

をさせて頂いております。皆さんのお陰で素晴らし

い経験をさせて頂いています。まだ今期は 3ヵ月で

スタートしたばかり、まだまだ頑張って行かなけれ

ばいけないと思っています。クラブ協議会でもあり

ましたけれども、地区とクラブの間で一生懸命パイ

プ役として動きたいと思いますので一年間よろしく

お願いいたします。

《ご挨拶》地区幹事長 石橋信雄様

　皆様こんにちは、地区幹事長の石橋

信雄です、どうぞよろしくお願いいた

します。土曜日 IM というお忙しい中、

本日は公式訪問等色々とありがとうご

ざいます。お世話になって居ります。

　先程幹事の伊藤さんの方からも色々

と地区大会の実行委員会としてのお願



　それでは食べながらお耳

を拝借します。スクリーン

の方をご覧ください。今日

10 月号を配りましたが 9

月号が載っております。

ロータリアンなら読もう

ロータリーの友、ロータ

リーの友は皆さんからの購読料で作られています。

ありがとうございます。ですから皆さんからの投稿

記事がなければ雑誌を完成させることが出来ないの

です。これは 7 月号です。ロータリーの友は RI から

認可を受けた雑誌なのですが、写真はほとんど一緒

ですが、左から、アメリカの友、日本の友、台湾、韓国、

ポルトガルと並んでおります。ロゴのデザインも

ちょっと違ったりしていますけれども、毎年 7 月は

RI 会長が表紙を飾るというふうになっています。RI

から様々な認可を受けて雑誌が作られるわけですね、

雑誌を読んでいくとページの隅に小さい文字、拡大

するとこういうふうに RI 指定記事と言うのがござい

ます。こちらの記事はどんな国であろうが世界のロー

タリアンが全員同じ記事を読みましょうということ

で、世界共通の記事となっております。また、ロー

タリーの友は RI の情報をしっかり伝達するという役

割もいただいています。たまに、各クラブを訪問し

ていますと、大事に大事に昔のデザインのクラブ旗

をいまだに使っているクラブもあるんですね、強制

ではないですけれど、今はこの黄色一色の歯車が正

式なロゴになっているので、様々な場面で新しいデ

ザインのロゴを使っていただくようにお願いもして

います。勿論インターアクト、ローターアクトのロ

ゴも同じ取扱いになっています。

　さて、昨年の 7月に満を持して登場したロータリー

の友の電子版、アーカイブ、ホームページの方から

もスマホからもどちらからも見れます。見ていただ

いた方いますかね、ここに 70 年分、これが創刊号に

なります。1953 年に創刊された第一号です。70 年分

の友をすべて読むことが出来るという事です。勿論、

検索機能が非常に便利なので、クラブ名とか活動名

とか個人名とかを入れて検索していただくと、70 年

分の友の紙面からヒットした記事が全部ピックアッ

プできるようになっています。勿論印刷もできるよ

うになっています。ただ、セキュリテイの関係で ID

と、ID は八戸南さんの ID で良いのですが、パスワー

ドが半年ごとに替わります。ロータリーの友の請求

書に書かれてきますので、必ず例会で皆さんにお知

らせしてあげてください。よろしくお願いします。

ロータリーの友も DEI の推進に取り組んでおります。

なので昨年に引き続きロータリーの友の表紙を飾っ

ているのは、7 月号は RI 会長ですが、あとはすべて

障がい者の方のアート作品を使いましょうという事

で 9 月号はあじさいというテーマになっていました。

表紙を開けるとテーマが載っています。そんな目で

見ていただければと思います。横書き、縦書きがあ

りますが、縦書きには日本本来のなじみやすい記事

を載せています。一番お願いしたい事は投稿をお願

いしたいという事です。ホームページの方から様々

な投稿ができる項目があります。最近はペットを投

稿する方も人気で多いですが、その項目によって全

部投稿フォームが設けられていますので、そこに記

事と写真を入れて頂いて送信していただければ、瞬

時に編集部の方へ届くようになっております。

皆さんのロータリーの目的や親睦のお手伝いが出来

ればと思っています。投稿する際のご注意なんです

が、右のような集合写真ではなく、活動の分かるこ

ういう写真を必ず送ってほしいという事です。原稿

もポイントを絞って書いていただく、大事なのは活

動日から一ヶ月以内に投稿してください。いかに投

稿内容が優秀なものでも一ヶ月を過ぎると入口でボ

ツになってしまいます。私も土曜日 IM に参加させて

いただいて、取材の写真を撮らせていただいて、IM

の幹事長の方から原稿を送っていただき、終わった

らすぐにやります。

投稿に関して個人の著作権とか肖像権とか注意しな

ければいけないこともございますのでよろしくお願

いします。

　八戸南ロータリークラブの皆さんの投稿を心より

お待ちしていますので、また 1 年よろしくお願いい

たします。ありがとうございました。

《ガバナー講話》RID2830 ガバナー築舘智大様

　公式訪問卓話という事ですので、必

ず国際協議会、私が 1 月に行ってきま

したけれど、その報告、それから今年

度 2023-2024 年度の RI 会長テーマと

重点項目、これは 6 つございますがそ

れのお話を少し、それを受けまして地

区のスローガンを私「和気満堂」と言

うのを考えましたので、それと地区として皆さんに

これだけはどうしてもお願いしたいと言うのがござ

いますので、そのお話をさせて頂きます。この 3 つ

を話しているともう 30 分になってしまいます。私は

4 番目 5 番目 6 番目も皆さんにお伝えしたいと卓話

のパワーポイントを作ったのですけれど時間が全然

足りませんので今日は 3 番目までです。その代わり

4番目「奉仕のインパクト」5番目「元気なクラブ作り」

それから「DEI」これは皆さんいろんなところでお聞

きになっていると思いますが、この「DEI」の考え方

も皆さんとお話したいなと思っています。ですから

私の卓話のネタが他に 3 つありますので、あと 3 回

呼んでください。この 3 つを皆さんの前でお話した

いと思います。

　2023 年 1 月 8 日から 13 日迄 5 日間、アメリカ、

フロリダ、オーランドという所で国際協議セミナー

を受けてまいりました。これは本当はもっと青い空、

フロリダですからリゾート地です。ホテルも凄く広

いところにボコッと建っていまして、下を見ますと

ホテルの敷地にゴルフ場なども併設してあります。

ですからゴルフをやろうと思えば出来るのですが、

もちろんそんなことは出来ずに 5 日間ホテルに缶詰

めになってセミナーを受けてまいりました。ホテル

とホテルの間がものすごく広いので歩いては行けな

いので、結局ホテルに入ったらどこにも行けません。

日本だったら歩いてすぐの所にコンビニがあったり

とかいろんなところがありますが、ここの周りは何

にもなく、デカイホテルがボコッ、ボコッとあるだ

けです。日本の千葉県にあるディズニーランドの 10



いしましたけれど、ハワイのものすごい火災もそう

ですし、モロッコでもものすごい地震がありました。

これも RI の方から支援金という事で私の方に先日来

ましたので、申し訳ないですが皆さんの方に流した

いと思います。シリアでもものすごい洪水があり、

本当に世の中ストレスがたまるというか、メンタル

ヘルスが非常に大切なんだなと、でも、それは中々

外から見えないところですので、そういった方々に

も注力をして手を差し伸べましょう。

　ロータリーの友 7 月号には、「なぜメンタルヘルス

ケアが今必要なのか」という事をゴードン R・マッ

キナリーさんがきちっと書かれていますので是非読

んでみて下さい。

　ローターアクトクラブです、皆さんは提唱されて

いませんがローターアクターは今はロータリアンと

一緒です。立場的には人頭分担金もきちっと払いま

すしという事で、うちの地区ではあまり活発ではあ

りませんが、他の地区で活発な所もありますので、

うちの地区でも大学を中心にして出来ないかと模索

中です。

　女性・女児のエンパワーメント、これはジェニ

ファー・ジョーンズさんの前のシュカールメーター

さん、インドの方でしたが、インドはやはり女性の

地位がまだまだ相当低いので、シュカールメーター

さんはいの一番にこの「女性・女児のエンパワーメ

ント」と話されていましたが、これは 1 年で上手く

いくわけがないのでこれからもずっと引き続き女性

の立場を上げていく努力は必要だと思いますので引

き続きやって行きましょう。

　地区における DEI の推進、私もガバナーの立場で

すので地区として皆さんと DEI の話をしたいと思っ

ています。私が地区の組織図を作る時に DEI 委員会

と言うのを作ればよかったのですが勉強不足で、今

青森ロータリークラブでは委員会ができたそうです

けれど、次年度は花田さんが作ると言っていました

のでこの委員会が立ち上がります。これから皆さん

どんどんとこういったセミナーに参加して勉強して

いただきたいなと思いますし、私も呼んでいただけ

れば 20 分くらいお話をして、10 分くらい皆さんと

ディスカッションしたいなと考えています。

　ポリオの根絶、これはもうロータリアンは 30 年以

上前から頑張っています。これは無くなるまでやり

ますから、世界の子どもたちに約束をしたんですよ、

私たちロータリアンは、ですから地球上から無くな

るまでやります。もういいんじゃないの、という話

もポツポツとは聞きます。30 年以上やっていますか

ら、でもこれは無くなればいいのですけれども無く

なるまでやらないとまた増えてしまいます。是非イ

ンターアクトの子たちと一緒にやっていただきたい

と思っています。

　行動計画の実践 ( インパクト )、これも話すと 30

分コースですけれど、ジョン・ヒューコさんが言わ

れた言葉です。それを RI 会長もおっしゃっていまし

たけれど、いわゆる奉仕活動、今迄いろんな奉仕活

動を皆さんやられていましたけれど、奉仕活動は私

たちは時間、労力、お金、このエネルギーを使って

奉仕活動をするわけです。それが最大限いろんな方

に届くように奉仕活動をもうちょっと見直しましょ

倍くらいのディズニーワールドと言うのが、ランド

ではなくワールドと言うのもここにございます。

　こちらが会長のゴードン R・マッキナリーさんで

す。これを見てお分かりにようにスコットランド出

身です。この伝統衣装を着て壇上に上がられてスピー

チもされていました。歯医者さんです。なんと 26 歳

で、先程石川さんから 35 歳の女性の方が入られたと

言っていましたけれど、ゴード R・マッキナリーさ

んは 26 歳で、ロータアクトではないですよ、ロータ

リアンとしてもうスタートしているという事です。

このネクタイは今年度のネクタイです、私はしてき

ませんでしたが IM の時はちゃんとしてきます。

　これがセミナーの様子です。こちらに居る方たち

は、この時はたまたまアメリカの方でした。私たち

日本人はこっちにいるんですけど、向こうの方々と

も普通に話が出来ます。発言するときはマイクに向

かって話をすると、皆さんこのようにイヤホンを付

けていますが、後ろにロータリー専属の通訳の方が

いらして、同時通訳で訳していただきますので普通

にアメリカの方ともお話ができます。6 か国、ロー

タリーの決められた言語が 6 つありましてその中に

日本語も入っています。通訳の方は 6 人いると全部

話ができます。例えばどこどこの何とか語と言うの

は入っていないので、その方たちは英語で話してい

ます。たまたま私たち日本人はその 6 カ国の中の 1

つが日本語でしたので日本語で通訳していただきま

した。

　2023-2024 年度のロータリーテーマ、先程唱和し

ていただきましたけれども「CLEATE HOPE in the 

WORLD 世界に希望を生み出そう」です。先程もマッ

キナリーさん壇上に上がられて 1 時間位お話をして

いただきました。その中でも単語としてはやはり「平

和」ですね、「平和」という単語が私は結構耳につき

ました。これには「希望」という言葉になっていま

すが、ジェニファー・ジョーンズさんの時の「イマ

ジン」これは去年の 1 月に国際協議会で発表されま

したが、その時はロシアがまだウクライナに侵攻し

てないときなのです。いろんなところでの紛争もそ

んなにないときだったので「イマジン」という感じ

だったのですが、1 月に「イマジン」を発表されて

から 2 月になってすぐロシアがウクライナに侵攻と

いう事で戦争が起こって初めての RI 会長でしたので

「世界に希望を生み出そう」というテーマになったの

ではないかと思っています。

　強調事項はマッキナリーさんは 6 つの事について

お話されました。私たちもこの 6 つの事についてセ

ミナーでも色々な話をしました。「メンタルヘルスケ

ア」明後日ですか IM で取り上げて頂き黒田さん本当

に有難うございます。私たちもマッキナリーさんが

いの一番にこの話をされて「メンタルヘルスケア」

地区として何をすればいいのかな、同期のガバナー

も「何をやったらいいのかな」という話でずうっと

終始話していましたが、これって心の問題ですから

外に見えにくい、例えばコロナ、コロナの時も皆さ

んストレスをためてお困りになっている方もいっぱ

いいたと思いますが、ウクライナもそうですね、い

ろんなところで紛争もどんどん出てきていますし、

もっとすごいのは災害ですよね、今日皆さんにお願



うという事です。何か目標をもって、何かのために

奉仕活動をするわけです。それが本当に目標を達成

できたかどうか見直しをして、振り返ってみて、も

し達成していればロータリーの友でも、いろんなと

ころでも発表していただいて、シェアしていただけ

ればいいですし、もしうまくいかなかったらちょっ

と振り返って、もう一回見直しをして再チャレンジ

なり別な方法を考えて、一般の方々に、地域によい事、

世界によい事をしているわけですから、皆さんに届

くように見直しましょうという話をされていました。

3、4 か月くらい前にジョン・ヒューコさんから私の

所、ガバナー宛にメールがきまして、これは配布し

てありますがキワニス、オプチミスト、ライオンズ

と一緒になって、地域のために一緒に奉仕活動しま

しょう、これは皆さん読まれたと思いますが 9 月号

のロータリーの友を開きますと、一番左の所に同じ

ことが書かれています。考え方ややり方が少しづつ

違うのでそれぞれの団体ですが、地域のためによい

事をしましょうという所は同じなんです。ですから

一緒になってやってみてもいいのではないですかと

いう事です。例えば海岸清掃もそうです。南クラブ

さんでやる計画がありみんな集まってやります。やっ

ていいのですが、例えば蕪島周りを清掃してもそこ

らへんで終わってしまったみたいな、そうするとま

だまだ本当はあるんだよ、ですから南クラブさんで

やる時にガバナー補佐に言っていただければ南グ

ループで一緒にやりたい人どうぞ、どうぞとやる人

が増えて一気にやってしまうとかです。それはライ

オンズと一緒にやっていいんですよという事です。

実はロータリーはそれを前からやっています。一番

なのはポリオです。ポリオは 35 年前にロータリアン

は世界の子どもたちに約束しました。なくすまでや

りますと言っているのですが、最初は RI 単独でやっ

ていました。そうすると中々広まらない、ちょっと

ずつしか出来ない、でも今は皆さんご存知のように

WHO とユニセフと、アメリカの CDC と、資金面では

ビルゲイツ・メリンダ財団に倍返しでいただいて一

緒になってやっているわけです。ですからこんなに

広まり、今はアフガニスタンとパキスタンで 7 例で

すよね、その 7 人の方にワクチンが届いていれば罹

らなかったんですけどね、という事です。ですから

よい事をしよう、世界で地域で何かよい事をしよう

と思ったら、それを最大限生かせるならいろんな方

と一緒にやってもいいのじゃないですか、自分たち

のクラブで動いていてもいいですけど、もっとやり

たいときはいろんな方と腕を組んでやっていきま

しょう、やってみたらいかがですかという事です。

これも先ほど言った 30 分コースでお話したいと思い

ます。

　ではゴードン R・マッキ

ナリーさんのお話を、これ

は最初に出た「メンタルヘ

ルス」についてのお話を 5

分くらいにまとめてありま

すので聞いていただきたい

と思います。(動画 )

　私はこのマキナリーさんのお話を聞いたとき、英

語は全然できないのですが「PEACE」と言うのがやた

らと残るんですね、テーマは「希望」ということに

してありますけれども、やはり「平和な所に希望が

育まれる」というふうに私も本当に思いました。

「CREATE HOPE in the WORLD」を受けまして地区のス

ローガンを「和気満堂」にさせて頂きました。いっ

ぱい質問が来ました、先ず読めない、意味はなあに

とかいっぱい質問が来ましたので、ガバナー月信 7

月号、8 月号、9 月号に連載で「和気満堂」について

書いていますので、地区のホームページから見られ

ますので興味のある方は見て下さい。和やかな雰囲

気がお堂に満ちるようにという事です。お堂と言う

のは世界中です、地区です、クラブです。そして私

たちの心の中です。実は私、この「CREATE HOPE in 

the WOLD」を聞く前から「和気満堂」と決めていた

のですけれども、ピッタリだったたなと思っていま

す。

　地区として重点的にお願いしたい事はたった 4 つ

だけにしました。やっぱりこれです。会員増強です。

皆さんもそう思っていらっしゃると思いますが、歴

代の会長幹事さんも、歴代のガバナーも常にこれを

言い続けていました。「ミラクル 1200」これは青い

のが日本全体の数です。赤いのがうちの地区です。

1995 年から書いてありますけれど、1995 年から前は

ないのか、ありません。2830 地区は 1994 年から秋

田と別れました。ですからその前はもっといっぱい

居ましたがそれは秋田と一緒なので、ですから 1995

年から書かせていただくとこういう感じで、この・・・・

が 1,200 人です。行きそうだけどなかなか行かない、

現在 1,109 です。去年は 1,116 だったのです、だか

ら去年からマイナス 7 です。石川さんが 20 何人も増

やしていただいて青森ロータリークラブが 100 人に

なったのにもかかわらず減っていますので、是非、

八戸南さんは 50 周年に向けて 50 人と 3 年くらい前

から言っていますので頑張っていただきたいと思っ

ていたんですけど、31 を 33 に是非頑張って達成し

ていただきたいと思っています。

　公共イメージが向上しないと会員増強は出来ない

と私は思っています。やはり「ロータリークラブに

入りませんか」「入りませんか」と言っても「私なん

かそんな身分じゃありません」と誘われたときには

必ずそう言いましたよね、私なんか「〇〇〇 」、「 」

の中に何が入るかですがどうしてもロータリーのイ

メージはお高くなっています。今は、例えば看護師

さんだけでロータリークラブを作れるんですよ、地

域でよい事をしようと思ったらその方たちが集まっ

て衛星クラブでも何でもいいですが、集まって作る

ことが出来ますので、地域で奉仕活動をしたいなと

思っている一般の方々を引き込むためには、公共イ

メージが向上しなければいけない、私もそうです、

会長さんもそうですが 1 人ずつお声がけをしていま

す。それは従来のやり方で中々うまくいかなかった

わけですから、今年度は是非別なアプローチで色々

考えて頂きたいなと思います。私が考えたのは地区

のイメージキャラクターと言うのを作って、ロータ

リーのイメージを少し和らげようと、先程皆さん一

緒に写真を撮っていただきましてありがとうござい

ます。ロータ君です。ロータ君と一緒に色々な奉仕

活動をやっていただくと、一般の方々に「あれっ」



で、世界で、奉仕活動に意欲のある人の集まりですよ、

ですからそういった方々であれば先程の DEI ではあ

りませんが、お年寄りでも若い人でも女性でも、い

ろんな方とも、もしくは業種が同じ方の集まりでも

良いのです、いまは 1 業種 1 会員ではないので、是

非そういった意味でどんどん周りを見ていろんな方

を誘っていただければなと思います。

　地区は皆さんのクラブを、活動をサポートします。

ガバナー補佐を筆頭に頑張りますので、是非いろん

なことを言っていただければと思います。奉仕活動

をどんどんやれば公共イメージも良くなって、会員

増強にも繋がるのではないかなと、そうするとクラ

ブが活性化してロータリーが楽しくなって、これを

グルグルグルグル繰り返せば本当に楽しくなります。

反対に回ると大変です、奉仕活動をしていなければ

何をやっているか分からない、公共イメージも向上

しなければ会員増強も難しくなり、クラブがだんだ

ん面白くなくなって、楽しくなくなって、となると

奉仕活動もできなくなります。そういうことになり

ますので是非色んな奉仕活動をしてください。この

バッヂ持っていない方には無料で差し上げますので

地区幹事長まで、1,000 円のご寄付はいただきます

けれど無料で差し上げたいと思います。

　地区のスローガン「和気満堂」これは私、来年の

6 月迄頑張って皆さんと一緒に突っ走って行きたい

と思います。私の心の中にはロータリーの歯車が 2、

3 個入っているのですよ、今それがクルクルクルク

ル回っています。ですから私は入った時からガバナー

になるまでやってこられたのだと思います。皆さん

その歯車を人生の中から弾き飛ばしたらつまらない

人生になると思います。「ノーロータリー　ノーライ

フ」頑張りましょう 6月迄、ありがとうございました。

《大橋会長》

  築舘ガバナーありがとうございま

した。面談、クラブ協議会とありま

したけれど一番は例会でお話してい

ただいたこと、それを聞くことが出

来たのが一番の宝だったと思います。

今日聞いたことを実践として「和気

満堂」としたクラブにしていきたい

と思いますのでよろしくお願いいたします。今日は

本当にありがとうございました。

と振りむいていただければ、ちょっとはイメージの

向上になっているのかなと思っています。

　ポリオです、これは言わずもがな「ポリオってど

んな病気」「今、世界のポリオってどんなふうになっ

ているの」それを一生懸命なくそう、なくそうと頑

張っているロータリークラブはこういうクラブです

よと言うパワーポイントを作りましたので、これも

地区のホームページから見るとこのように出ていま

す。この下にダウンロードとあります。伊藤さん見

ていただいたそうで本当に有難うございます。これ

は例会でやってもいいんですよ、これは高校生用に

作りましたけれど、黒田さんはお医者さんだから知っ

ていらっしゃると思いますが、お医者さんでなけれ

ば知らないことがいっぱいあるんです。人から人に

しかうつらない、ですからみんながワクチンを打っ

ていれば罹らないんです。動物を介さないので、豚

とか蝙蝠とか蚊とか鼠とか、そういった動物を介し

て罹る病気ではないので、人間と人間だけでしかう

つらないので、みんながワクチンを打って抗体を持っ

ていれば地球上から無くなります。ですから意外と

簡単なんですよ、ところが中々難しい、私、一生懸

命調べたら保菌者になっても中々発病しない、200

人に 1 人くらいしか発病しないそうです。ですから

保菌者のままで、コロナもそうですが保菌者のまま

でそのあたりをウロウロ、ウロウロしていると自分

は元気だけど誰かにうつしてしまっている、だけど

うつされた人がワクチンを受けていれば罹らないん

ですよ、ですから全世界の子どもたちにワクチンを

打てれば罹らない、イコール、天然痘のように無く

なるんですね、ですから皆さんにインターアクトの

子たちと一緒に見ていただければなと思います。

　DEI の推進、これは皆さん何回も見ていただいた

ことがあると思います。いろんなところで出てきま

す。先日の地区協議会の時も山崎さんに 1 時間この

DEI の話をしていただきました。これはロータリー

にかかわらず世界中、企業としても DEI 推進委員と

かを作ってどんどんやっています。実はマクドナル

ドでもこれをやっています。SDGs と一緒です。これ

を前面に押し出さないと企業のイメージが今は良く

ないです。これも皆さんと一緒にディスカッション

でもお話をしたいと思いますので、是非呼んでくだ

さい。

　MYROTARY の推進、これは元気なクラブ作りをする

ためには必ず必要です。吉田さんのお陰でここは

100％登録していただいたのですが、登録はもういい

んです。今度は一生懸命活用していただきたい、こ

ういったラーニングコースがあります。「地区のリー

ダーシップ」これは私たちがやらなければいけませ

んが「クラブのリーダーシップ」もあります。ぜひ

こういったものを活用して、元気なクラブ作りをし

ていって頂きたいと思います。「クラブ会長の基本」

「クラブ幹事の基本」「会計の基本」いろんなのがあ

ります。会員増強のコースもあります、是非見てく

ださい。昔はロータリークラブと言うのは 1 業種 1

人という限定された会員制度でした。でも今は地域
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